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１ 単元の目標 

(1) 言葉には、聞き手の行動を促す働きがあることに気付くことができる。     〔知識及び技能〕(1)ア 

(2) 自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫する

ことができる。                        〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)イ 

(3) 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ(1)ウ 

(4) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考え

を伝え合おうとする。                        「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

 

 

 

 

 

  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 言葉には、聞き手の行動を促す

働きがあることに気付いてい

る。（(1)ア） 

① 「話すこと・聞くこと」におい

て、自分の立場や考えが明確にな

るように、根拠の適切さや論理の

展開などに注意して、話の構成を

工夫している。（Ａ(1)イ） 

② 「話すこと・聞くこと」におい

て、資料や機器を用いるなどし

て、自分の考えが分かりやすく伝

わるように表現を工夫してい

る。（Ａ(1)ウ） 

① 自分の考えが分かりやすく

伝わるように粘り強く表現を

工夫し、学習の見通しをもって

プレゼンテーションをしよう

としている。 

単元について 

本単元では、町外出身の学級担任に実際に訪れてもらえるように町内のおすすめスポットを提案する設定

で、プレゼンテーションを行います。聞き手を設定してプレゼンテーションを組み立てることで、次に示す

資質・能力を身に付けることができるようにします。 

授業実践のまとめ 

 中学校 第２学年 単元名 魅力的な提案をしよう 資料を示してプレゼンテーションをする 

   「国語２（光村図書）」 （全５時間） 

単元の目標や評価規準の設定については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための

学習評価に関する参考資料」や佐賀県教育センターWeb「学習評価の進め方」を御参照ください。 

〔知識及び技能〕(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

ア 言葉には、相手の行動を促す働きがあることに気付くこと。 

〔思考力、判断力、表現力等〕「Ａ話すこと・聞くこと」(1) 

イ 自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を工夫

すること。 

ウ 資料や機器を用いるなどして、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫すること。 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_kokugo.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_kokugo.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r3/cyu_kokugo.pdf
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３ 単元の指導と評価の計画（全５時間）👉「学習指導案」 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 
 
１ 

 
○単元の目標や計画をつかみ、学習
の見通しをもつ。 

 
○話の構成を工夫することや提示資
料作成のポイント、聞き手を意識
した言葉や表現について考える。 

 
○聞き手のことを考えて、提案内容
とアピールしたい点を決める。 

 

 
 
 
 
・教科書や教師が作成したプレゼン
テーションの例を示すことで、考
えをノートに記入することができ
るようにする。 

・聞き手の興味・関心や町内に関する
知識量を確認し、提案内容とアピー
ルしたい点についてグループで検討
することができるようにする。 

 

２ ○話の構成を工夫しながら進行案を
作成し、役割分担や時間配分を決
める。 

 
 
○自分が担当する部分の内容の詳細
を考え、発表メモを作成する。 

・第１時の学習で決めたアピールし
たい点が効果的に伝わるようにグ
ループで話合いをすることで、話
の構成を工夫し、進行案を作成す
ることができるようにする。 

・必要に応じて再度情報を集めてよ
いことを伝えるとともに、発表メ
モには要点を記入するように指示
し、読み上げるための原稿になら
ないようにする。 

 

３ ○提案内容が分かりやすく伝わるよ
うな提示資料を作成する。 

 
 
 
○練習を通してプレゼンテーション
の改善を図る。 

 
〇プレゼンテーションを組み立てる
際に考えた工夫を整理する。 

・第１時の学習で考えた提示資料の
作成のポイントを示すことで、提
案内容が分かりやすく伝わるよう
な表現の工夫を考えることができ
るようにする。 

・聞き手を意識した練習を行うよう
に促し、話の構成、言葉や表現を改
善することができるようにする。 

・プレゼンテーションを組み立てる
際に考えた話の構成や提示資料、
言葉や表現の工夫をノートに整理
することで、第４時のリハーサル
の前に説明できるようにする。 

 

４ 
 
本 
時 

○他のグループとプレゼンテーション
発表会に向けたリハーサルを行
い、相互にアドバイスを行う。 

 
 
○リハーサルを振り返り、プレゼン
テーションの改善について検討
し、修正する。 

・リハーサルの前に、話し手はプレゼ
ンテーションを組み立てる際に考
えた話の構成や提示資料、言葉や
表現の工夫を説明し、聞き手はそ
れらに着目してアドバイスをする
ことを確認する。 

・聞き手からのアドバイスを基にリ
ハーサルを振り返るように促し、
アドバイスシートを効果的に活用
するようにする。 

・必要に応じて進行案や発表メモ、提
示資料を修正するように促す。 

 

５ ○プレゼンテーション発表会を行
い、よかった点や改善点について
考える。 

 
 
 
 
 
○プレゼンテーションの振り返りを
基に、単元全体の学習を振り返る。 

・学級担任にプレゼンテーションを
行うことで、聞き手を意識した言
葉や表現になるように気を付ける
ことができるようにする。 

・プレゼンテーションを聞くときの視
点を示すことで、気付きをノートに
記入することができるようにする。 

 
・振り返りの視点を示すことで、本単
元で学んだことを、今後の学習でど
のように生かしていくのかについて
考えることができるようにする。 
【振り返りの視点】 
①単元の目標を達成するために頑
張ったこと 

②単元で工夫しようとしたが十分で
はなかったこと 

③今回学んだことを、これからどの
ように生かしていくか 

 

 

 

  

単元において、生徒の学習状況を適宜把握する場面を設定します。 

ここでは、〔記録に残す評価〕のみを位置付けていますが、学習内容を確実に習得で

きるようにするため、〔指導に生かす評価〕を適宜行います。 

 

本単元で育成を目指

す資質・能力を示し、

見通しをもって学習

に取り組むことがで

きるようにします。 

 

単元で身に付けさせ

たい資質・能力を、「学

級担任に町内のおす

すめスポットを提案

する。」という言語活

動を通して身に付け

られるように指導し

ます。 

 

単元終末に、単元の

学習を振り返る場面

を設定します。 

単元の指導と評価の計画の作成については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料」や佐賀県教育センターWeb「学習評価の進め方」、「単元デザイン 

FIRST STEP」、「学習評価 FIRST STEP」を御参照ください。 

［思考・判断・表現］① 
観察・ノート・進行案 
・ここでは、アピールし
たい点が効果的に伝
わるように話の構成
を工夫しているかを
確認する。 

本時は、Ａ(1)アに基
づいて学習状況を捉え
指導を行うが、単元の
目標としていないこと
から、本単元の評価に
は含めない。 

［思考・判断・表現］② 
観察・提示資料 
・ここでは、提示資料を
用いて、提案内容が視
覚的にも伝わりやす
くなるように工夫し
ているかを確認する。 

［主体的に学習に取り
組む態度］① 
観察・進行案 
・ここでは、リハーサル
を通して、聞き手に分
かりやすく伝わるよう
にするためにプレゼン
テーションの改善点に
ついて検討し、表現の
工夫を考えようとして
いるかを確認する。 

［知識・技能］① 
発表・ノート 
・ここでは、聞き手を意
識して言葉や表現を
工夫しているかを確
認する。 

 
工夫１：見通しと振り返り

の工夫 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_kokugo.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_kokugo.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r3/cyu_kokugo.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_tangenfs.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_tangenfs.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_hyoukafs.pdf
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４ 本時の目標 

リハーサルを通して、聞き手に分かりやすく伝わるようにするためにプレゼンテーションの改善点について

検討し、表現の工夫を考える。 

 

５ 本時の展開（４/５） 👉「授業づくりのポイント チェックシート」 「学習指導案」 

 学習活動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 前時の学習を振り返
り、本時の目標と学習
内容を確認する。 

 
 

・前時の終末に、プレゼンテーションで分かりやす
く伝えるための工夫について整理したことを想起
することができるようにする。それらを意識しな
がらリハーサルを行い、改善点について検討し、
プレゼンテーションを修正することを確認する。 

 
 

展 
開 

２  リハーサルに向け
て、役割分担やプレゼ
ンテーションの流れを
確認する。 

３ 他のグループとプレ
ゼンテーション発表会
に向けたリハーサルを
行い、相互にアドバイ
スを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ リハーサルを振り返
り、プレゼンテーショ
ンの改善点について検
討し、修正する。 

・リハーサルの進め方を説明し、グループで役割分
担や流れを確認できるようにする。 

 
 
・リハーサルの前に、話し手がプレゼンテーション
を組み立てる際に考えた話の構成や提示資料、言
葉や表現の工夫を説明することで、聞き手がそれ
らに着目したアドバイスをできるようにする。 

・リハーサルでは、話す順番で並び、作成した提示
資料を自分の 1人 1 台端末で提示することで、話
の構成を示すことができるようにする。 

・リハーサルの後、聞き手は、アドバイスとして気
付きを話し手に口頭で簡潔に伝え、その内容をア
ドバイスシートに記入するように説明する。 

・グループで作成した進行案をコピーしてグループ
全員に配付し、話し手が個人でリハーサルの振り
返り、気付きを記入することができるようにする。 

・話し手の進行案を確認しながらリハーサルを聞く
ことで、聞き手が具体的なアドバイスをできるよ
うにする。 

・プレゼンテーションが、第１時で考えた話の構成
の工夫や提示資料作成のポイントに沿ったものに
なっているか、聞き手を意識して言葉や表現を工
夫することができているかについて振り返ること
を確認する。 

・アドバイスシートを確認することで、課題の把握
につなげるようにする。 

・進行案に気付きを記入する際は、自分で考えたこと
は赤いペンで、グループで考えたことは青いペンで
記入するように促し、個人の考えが分かるように
する。 

・検討する際には、必要に応じて、教師や他のグルー
プにアドバイスを求めてもよいこととする。 

・必要に応じて進行案や発表メモ、提示資料を修正
するように促す。 

 
 

終 
末 

５ 本時の学習内容につ
いて、本時の目標に対
応したまとめを行う。 

６ 本時の振り返りを行
い、次時の学習内容を
確認する。 

・幾つかのグループを取り上げ、リハーサルで把握
した課題と、その改善のために考えた工夫につい
て全体で共有を図る。 

・振り返りの視点を示し、自らの学習の状況を捉え
ることができるようにする。 
【振り返りの視点】 

①本時で学んだこと 

②これからの学習で頑張りたいこと 

・次時はプレゼンテーション発表会を行うことを確
認する。 

ᵀɕ ᶇᶠ  U

本時の目標に対応したまと

めを行うことができるよう

にします。 

ᵀ ᶍ  U

本時の学習の見通しを具体

的にもつことができるよう

に、本時の目標を示します。 

ᵀ ᵮ  U

プレゼンテーションの改善点

について検討することがで

きるようにするために、ま

ず、個人でリハーサルを振

り返り、進行案に気付きを

記入するように伝えます。 

 

ᵀ ᵶ ᵥ  U

個人で気付いたことを基に、

グループで改善点について

検討するように伝えます。 

ポイント 

ᵀ ᶩ ᶩ U

振り返りの視点を示し、

本時の振り返りを行うこと

で、自らの学習を調整し

ながら主体的に学ぶことに

つながるようにします。 

ᵀ U לּ

観点別学習状況の評価を

総括する資料となるよう、

〔記録に残す評価〕を行い

ます。 

進行案に記入する際は、

自分の考えは赤いペンを、

グループで考えたことは青い

ペンを使うように指示し、

グループ活動における個人

の評価を見取ることができ

るようにします。 

 
工夫２：本単元で育成を目指す資質・能力に沿った

言語活動にするための工夫（pp.5-6） 

リハーサルを通して、プレゼンテーションを改善しよう。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/01_jyugyoudukuri/01_checksheet/01_%E4%B8%AD%E5%9B%BD%EF%BC%88%E6%8E%88%E6%A5%AD%E3%81%A5%E3%81%8F%E3%82%8A%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%88%EF%BC%89.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_shidouan.pdf
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６ 単元及び本時における指導と評価の工夫 

 
 

単元の始めに、生徒が単元の見通しをもつ場面を設定しました。単元の目標（資料１）を生徒に示し、その

目標を実現するために取り組む言語活動について説明しました。その際、単元の流れについても確認し、生徒

が単元の見通しをもつことができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本単元では、単元の計画表（資料２）を用いて、学習の見通しをもつことができるようにしました。単元の

計画表では、１単位時間の授業で何ができるようになればよいか、生徒が具体的にイメージすることができる

ように、本時の目標と学習の流れを示しました。また、振り返りを記入することができるようにしました。振り

返りを行う際は、生徒が自らの学習の状況を捉えることができるようにするために、振り返りの視点を示しました。 
 

 

  

 

《第１時（単元の始め） 単元の目標を知り、学習の見通しをもつ。》 

 

 

 

 

 

○
単
元
の
目
標 

 

こ
の
単
元
で
は
、
話
の
構

成
を
工
夫
し
た
り
、
資
料
を

使
っ
た
り
、
言
葉
や
表
現
に

気
を
付
け
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
の
考
え
が
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
力
を

伸
ば
す
学
習
を
し
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
学
級
担
任
の

先
生
に
、
町
内
の
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
。
先
生
に
、

「
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
的

な
提
案
を
し
ま
し
ょ
う
。 

工夫１：見通しと振り返りの工夫 

 

《第１時（終末） 本時の学習の振り返りを行う。》 

 

ᴽľS Ĺ ʼšĦŗĕ ỉ šỞĦĵƙƮžƵƈ:ŹƩƵšĨŚTĶĨ! 

ĬśĶľ ōĩ Ĺ ʼķľĸĽŗĕĹőĽĚᶳėĵŎōĦŖĕ! 

 

生徒Ｂ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
た
担
任
の
先
生
が
、
実
際
に
提
案

し
た
場
所
に
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
発
表
に
な
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

資料３ 振り返りの記述 

相
手
意
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
い
て
す
ば
ら
し
い
で
す
。 

話
す
力
を
伸
ば
す
学
習
な
の
で
、
文
章
で
は
な
く
て
、
話
の
構

成
や
提
示
資
料
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

教師のコメント 教師のコメント 

資料２ 単元の計画表 
 

聞き手に分かりやすい提案だと思います。 

 

ϯĚĺ ĜἪĺ ĚřœĨēĢķě

╕ĶĨļ! 

Ķľ ĸĕĨśĿS ĜἪĺ Ěřœ

Ĩē ʼTĺĹŚķắēōĨĚ' 

ᴽĽ š ōėĵ ᶳėōĦŖĕ! 

G ᴽĽ šḎ ĺ ỞĨŚH 

資料１ 単元の目標 

話の構成を工夫したり、資料を使ったり、言葉や表現に気を付けたりするといいと思います。 

 
ĬĕĶĨļ! Ľᶣ→šᶏ ĨŚ ỉ šẠĕ d œ ᵅĺҁš ĠŚĢķšƟŦƵƊĺ 

ỡ Ľᶳėě ĚřœĨĞ ŞŚŗĕĺƙƮžƵƈ:ŹƩƵšĨŚĢķě ᴽĽϹὌĺ

ĹřōĨ!ĬĦĵ Ḛεľ Ľ╣−ě ĜἪĶĨĽĶ ĜἪĽӸ œї•šᶳėĵ 

ĜἪš˰Ĝ ĠŚŗĕĹᶏ šᶺĕĢķěὫ ĶĨ! 

 

ᴽĽᴁΪ ĺ‪ř řšҊ ĦōĦŖĕ!‪ř řĽể ľ SU Ĩ Vš‛ĿĨĮŐĺ 

ĢĽ ᴽĶѧ řĮēĢķTĶĨ! 

 

生徒Ａ 

 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_tangennokeikakuhyou.pdf
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振り返りの記述（資料３）から、生徒が単元の目標に示した内容を理解しているか確認しました。生徒Ａは、

振り返りの中に、「構成を工夫し」や「資料を使って」、「相手の反応を見たりしながら話す」などという記述があるこ

とから、単元の見通しをもつことができていることが分かりました。生徒Ｂのように単元の見通しをもつことが

できていないと考えられる場合は、教師のコメントで単元の目標に沿って考えていくように促しました。 

 

 

 

本時の目標は、リハーサルを通して、聞き手に分かりやすく伝わるようにするためにプレゼンテーションの

改善点について検討し、表現の工夫を考えることでした。 

導入の場面で、本時の目標と学習内容を生徒と共有した後に、リハーサルにおいて「アドバイスをするときの

ポイント」（資料４）を大型提示装置に提示し、本単元で育成を目指す資質・能力に沿ったアドバイスになる

ように気を付けることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工夫２：本単元で育成を目指す資質・能力に沿った言語活動にするための工夫 

 

 

《学習活動１ 前時の学習を振り返り、本時の目標と学習内容を確認する。》 

 

Ḛ Ľ ľ SƬƑ:ŷƭš Ħĵ ƙƮžƵƈ:ŹƩƵšπ◘Ħŗĕ!TĶĨ! 

ƬƑ:ŷƭšֿכĽŲƭ:ƙĺᴳĵőŘē ŤƋƒŦŻšἵĠ ĬĽŤƋƒŦŻšѯĺƙƮžƵ

ƈ:ŹƩƵšπ◘ĦōĨ! 

Ķľ ĸĽŗĕĹŤƋƒŦŻšĨśĿŗēĽĶĦŖĕĚ' 

 発表だから、声の大きさとかかな･･･？ 

 
話す態度は大事だよね。でも、プレゼンテーションを組み立てるときに工夫したことが効果的

だったかどうかを知りたいな。 

 話の構成についてアドバイスすればいいの？ 

そうですね。 

（大型提示装置に「アドバイスをする

ときのポイント」を示す。） 

第１時で、プレゼンテーションを組み

立てるときに意識することとして、

話の構成を工夫することや提示資料

作成のポイント、聞き手を意識した

言葉や表現について確認しましたね。 

そのことが、「アドバイスをするときの

ポイント」になります。 

 

 

話
の
構
成 

・
双
括
型 

・
頭
括
型 

・
尾
括
型 

 

提
示
資
料
を
活
用
す
る
こ
と 

・
内
容
は
端
的
に
示
す
。 

・
項
目
立
て
て
示
す
。 

・
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
う
。 

・
文
字
の
大
き
さ
や
分
量
に
気
を
付
け
る
。 

 

聞
き
手
を
意
識
し
た
言
葉
や
表
現
に
す
る
こ
と 

・
担
任
の
先
生
の
興
味
や
関
心
を
引
く
よ
う
な

言
葉
や
表
現
に
す
る
。 

・
言
い
換
え 

・
問
い
掛
け
、
呼
び
掛
け 

資料４ アドバイスをするときのポイント 

大型提示装置に示した「アドバイスをするときのポイント」は、リハーサルを行うときや、アドバイスを基に

プレゼンテーションを改善する活動のときにも常に提示し、生徒が必要な際にいつでも確認することが

できるようにします。 

 

提示資料も工夫しながら作ったね。 

ほかにも、聞き手を意識した言葉や表現になるように工夫したよね。 
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リハーサルの前に、話し手がプレゼンテーションを組み立てる際に考えた話の構成や提示資料、言葉や表現

の工夫を説明する場面を設定しました。その上で、リハーサル（資料５）では、聞き手はアドバイスシート（資

料６）を見ながらプレゼンテーションを聞くように促しました。そうすることで、聞き手は、本単元で育成を

目指す資質・能力に沿ったアドバイスができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習活動３ 他のグループとプレゼンテーション発表会に向けたリハーサルを行い、相互にアドバイスを行う。》 

話し手 

聞き手 

ƬƑ:ŷƭĽ◗ĺ ĦἪľƙƮžƵƈ:ŹƩƵš♯Ŏ ĵŚṔĺᶳėĮ Ľᶣ→œ Ở

ỉ  ᵈ œ ᵅĺĳēĵĽᶏ š╝ ĦōĦŖĕ! 

ĜἪľĬśŘĺ ĦĹěŘ š ēĵ ŤƋƒŦŻšᶺĕŗĕĺĦōĦŖĕ! 

プレゼンテーションで提案する場所は、はがくれ茶記念館です。 

アピールしたい点はお茶の歴史や製造を学び、お茶をゆっくり

味わうことができるということです。 

アピールしたい点が伝わるように、話の構成では、アピールしたい

点を初めとまとめに示して双括型にするという工夫をしました。

提示資料では、外観やお茶を飲んでいる様子の写真で、イメージを

つかみやすくするという工夫をしました。言葉や表現では、お茶

のおいしさが伝わるような色や香り、味についての言葉を使うと

いう工夫をしました。そこに着目しながら、プレゼンテーションを

聞いて、アドバイスをお願いします。それでは始めます。 

 

資料５ リハーサルの様子 

資料６ アドバイスシート 

なるほど。そのような工夫をしながら

プレゼンテーションを組み立てたのか。 

説明を聞いて、アドバイスシートを確認

しながらプレゼンテーションを聞くと、

工夫とその効果があるのかどうかが

分かりやすくなるな。 

アドバイスシートには、話し手のグループの

進行案を示し、話の構成や提示資料、言葉や

表現で工夫したことが視覚的に分かるように

しました。 

話の構成や提示資料、言葉や表現で工夫した

ことで、プレゼンテーションが分かりやすく

なっているかどうかを評価し、気付きを記入する

ことができるようにしました。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/01_chukoku_adviceseat.pdf
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リハーサルの後に振り返りを行い、プレゼンテーションの改善点について検討し、修正する場面を設定しま

した（資料７）。その際、アドバイスシートを確認することで、プレゼンテーションの課題の把握につなげるよ

うにしました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 授業者の声 

生徒が単元の見通しをもつことができるようにするために単元の計画表を作成したり、１時間の授業の見通

しをもつことができるようにするためにワークシートの工夫をしたりしました。生徒が、それらを活用しなが

ら主体的に学習を進める様子に、見通しをもつことの大切さを感じました。 

本時で、リハーサルを通してプレゼンテーションを改善する活動を行う際、プレゼンテーションを聞くだけ

では、聞き手が話し手に対して有効なアドバイスをすることは難しいと考えました。そこで、プレゼンテーション

の進行案とプレゼンテーションを組み立てる際に考えた工夫を一枚にまとめたアドバイスシートを作成し、

可視化することを試みました。このアドバイスシートの活用で、全ての生徒がアドバイスを記入することが

できました。また、話の構成に関するアドバイスを伝えることができた生徒もおり、その効果を感じることが

できました。 

今後も、単元を通して身に付けさせたい資質・能力を明確にし、生徒が主体的に学ぶことができる授業づくり

を行っていきたいと思います。 

 

《学習活動４ リハーサルを振り返り、プレゼンテーションの改善点について検討し、修正する。》 

 

 

ŤƋƒŦŻŹ:Ɗšѯĺ Ųƭ:ƙĶƬƑ:ŷƭš‪ř řōĦŖĕ! 

 

文字が多すぎて、提示資料が分かりにくいという

アドバイスをもらったね。 

 
説明内容のポイントだけを記入するように

した方がいいかもしれないね。 

 
話の構成は、双括型にしているけれど、

それが分かりやすかったみたいだ。 

 
アドバイスシートの「言葉や表現」のところには、もっと聞き手の興味や関心を

引くような工夫があればよいとあるけれども、どのような工夫ができるかな。 

 

SᶺĲĵŎĮēĹ!TķắĲĵőŘĕĮŐĺľ ęĨĨŐŻƟƅƊĽŤƖ:ƭĦĮē š ė

ĹēķēĠōĪŢļ!ĸĽŗĕĹᵈ œ ᵅĹŘĿ ŤƖ:ƭĦĮē ě ŞŚķắēōĨĚ' 

資料７ グループで検討している様子 

グループ活動の際は、机間指導を行い、適切に話合いが行われているか確認します。 

改善点について検討することが難しい場合は、検討する際の視点を示すなど、適宜助言を行うことが

重要です。 

 
アピールしたい点は、お茶の歴史や製造を学び、お茶をゆっくり味わうことができるということだ

から、言葉や表現では、お茶のおいしさが伝わるような言葉を使うという工夫をしたんだよね。 

 
「ゆっくり」がアピールできていないから、「落ち着く」、「安らぐ」のような

言葉も使ってみるといいかもしれないね。 


